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§5．通信カード 
DT-9700 にはＰＣ Card インターフェイスがあり、無線ＬＡＮカードや電話カードなどの PC Card およびＣｏｍｐａｃｔ 


Flashカード（ＰＣ Cardアダプタに装着）を使用することが出来ます。 


 


5-1.通信カードドライバ 


DT-9700で通信カードを使用する場合は、カードメーカより提供されるドライバおよびユーティリティを使用してくだ


さい。その際、使用するドライバおよびユーティリティは、以下の条件に合致していなければなりません。 


 
項目 内容 備考 


対応 OS Windows CE.NET 4.1 Pocket PC, H/PC 用は不可 


対応 CPU ARMV4I  


ユーティリティの画面構成 縦 320ドット×横240ドット  


 


（参考） DT-9700に内蔵されている、Microsoft提供の通信カードに関連したドライバは以下の通りです。 


ただし、各ドライバに対応した特定のカードがあるわけではないので、動作保証はできません。 
カード 関連するドライバ 備考


シリアルカード ・Serial port driver for the 16550 UART  


モデムカード 
・Unimodem (TAPI Service Provider) Driver 


・Tapi driver 
 


ＬＡＮカード 
・NDIS Miniport driver for generic NE2000 


・NDIS Miniport driver for Xircom CE2B PC Card adapter 


・Cisco 802.11 PC Card driver 


 


 


 


5-2.カード電源投入切り替え 
ＰＣ Card インターフェイスに電源を投入するかどうかを、コントロールパネルから設定します。メモリカードや LAN


カードなど、デフォルト設定では常時電源を投入するカードについて不使用時にカード電源をオフすることで、電


池寿命を延ばすのに有効です。この設定は PC Card スロットの電源を制御するため、挿入するカードの種類を問


わず、全てのカードについて影響します。 


ユーザアプリケーションでPＣ Cardを制御する場合は、APIで切り替えることを推奨します。（詳細はアプリケーシ


ョン機能仕様書を参照してください） 


 


 


5-3.Wake On 機能 


PC Card インターフェイスには、STSCHG信号によるWake On機能があります。 


ただし、標準的な PC Card デバイスがないため、設定メニューはありません。アプリケーションで有効／無効を設


定し、イベント受信待ちをしてください。その際、使用する通信カードドライバが Wake On 機能に対応している必


要があり、使用するカードによってはカード内部の設定も変更する必要のある場合もあります。（詳細は使用する通


信カードの説明書およびアプリケーション仕様書を参照してください） 


DT-9700に内蔵されている通信カードドライバは、WakeOn機能に対応しておりません。 







    CASIO CONFIDENTIAL                             


5-2 


 


5-4.セキュリティ機能 


DT-9700のOS（Windows CE.NET 4.1）がサポートしているセキュリティ機能は以下の通りです。 


 


 


その他のセキュリティ機能が必要な場合は、使用する通信カードのドライバおよびユーティリティ、アプリケーション


にて対応する必要があります。 


 


 


 


 


 使用可能なセキュリティ機能 備考 


EAP MD5 TLSは表示されるが使用できない 


VPN PPTP IPv6を使用してもIPsecはない 


Webサービス SSL 2.0/3.0, TLS 1.0 サーバ認証 
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§１．概要 
本仕様書は DT-9700 の通信機能について説明します。 


 


1-1.インターフェイスと接続機器 
DT-9700 の通信インターフェイスには、8pin シリアル、拡張 14pin、赤外線、Bluetooth、PC Card があります。 


各インターフェイスに接続するデバイスは以下の通りです。 


 
インターフェイス 接続デバイス 型番（メーカ） 備考 


8pin シリアル PC 接続ケーブル DT-9689AX  


  PX-970BA ActiveSync 対応


 ペンスキャナ DT-9650BCR  


 タッチスキャナ DT-9656BCR  


拡張 14pin Local Development Products   


赤外線 本体間通信 (DT-9700)  


 IOBOX PX-842  


 PC MPC-701  


Bluetooth アクセスポイント 1050AP(Red-M)  


 ポケットプリンタ ラパン(SATO)  


PC Card 無線 LAN カード Air-PCM352(Cisco)  


 無線 LAN アクセスポイント Aironet1100(Cisco)  


 電話カード 


DoPaMAX2896F(DoCoMo) 


AH-H403C(本田エレクトロン) 


D211/311(NOKIA) 


 


※ 接続デバイスは現時点で予定されているものであり、今後追加・変更される可能性があります。 


最新の情報は商品企画書、機器仕様書を参照してください。 


 


1-2.ポート名の割り当て 


 
ポート名 割り当て 備考 


COM1 8pin シリアル  


COM2 PC Card スロット  


COM3 IrCOMM(IrDA)  


COM4 拡張 14pin  


COM5 Bluetooth シリアル  


COM6 Bluetooth UART 内部ドライバが使用 


IRD1 RAW IR  


ASK1 ASK  


BTP1 Bluetooth ダイアルアップ  


BTP2 Bluetooth LAN  
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1-3.複数デバイスの同時使用 
複数のデバイスを同時にオープンすることは可能です。 


（同一デバイスの異なるポート名でのオープンは出来ません） 


ただし、複数デバイスを同時に使用する場合、多量の電力を消費すると共に、システムに対する処理負荷


が増えるため、転送効率の低下や エラー発生率の増加により、通信が切断されることがあります。従って、


一方のデバイスを使用するときは他方のデバイスを待機状態にして、先の通信が終了した後に継続して使


用するようにしてください。 


また、次の組み合わせは同時に使用することはできません。 


・ 同一デバイスを使用した通信（例：IrDA と ASK） 


・ 同一周波数帯を使用した無線通信（例：無線 LAN と Bluetooth） 


・ NDIS ドライバの同じプロトコルを使用した通信 


例：Bluetooth ダイアルアップ、Bluetooth LAN、無線 LAN、電話カード、IrLAN、IrCOMM


モデムによるダイアルアップ のいずれかの組み合わせ 


・ 電気的負荷による制限のある組み合わせ（赤外線と 2D スキャナ） 
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1-4.従来機器との接続 


従来 HT および IOBOX について、DT-9700 との本体間接続と、DT-9700 用 IOBOX(HA-B61IO)を連鎖接続


した場合の使用可否を以下に示します。 


従来 HT との本体間通信(IrDA) 
 FLINK/FLCE ユーザアプリケーション 備考 


DT-9000 × ×  


DT-9600 × ×  


DT-5000 × ×  


DT-5100 ○ ○  


MPC-701 ○ ○ ActiveSync可 


 


従来 IOBOX との連鎖接続 
 FLINK/FLCE ActiveSync ダイアルアップ ユーザAP 備考


DT-9060IO × × － ×  


DT-9062IO 


(モデム内蔵) 
× × － × 


 


DT-9660 


(サテライトI/O) 
△※1 ×※2 × △※1 


 


DT-9665IO 


（SCSI I/O） 
○ × － ○ 


 


DT-9666IO 


（LAN I/O） 
○ × － ○ 


 


DT-5060IO 


（サテライトI/O） 
○ ○ × ○ 


 


DT- 5160IO 


（Bridge Basic） 
○ ○ － ○ 


 


DT- 5164IO 


（Bridge Satellite） 
○ ○ － ○ 


 


※1 DT-9660IO をマスタ、DT-9760IO をサテライトに接続したときのみ動作可能 


※2 DT-9660IO をマスタにする場合は、DT-9660IO の ROM を C03 に変更すれば動作可能 


（ただし、ROM 変更の対応は現在予定していません） 
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§２．シリアル 
DT-9700 には、8pin と拡張 14pin のシリアルインターフェイスがあります。 


 


2-1.仕様 
 パラメータ  


ボーレート (bps) 300, 600, 1200, 2400, 4800, 9600, 19200, 


38400, 57600, 115200 


 


データビット (bit) 7, 8  


パリティ なし、奇数、偶数  


ストップビット (bit) 1, 2  


フロー制御 なし、ハードウェア、ソフトウェア  


 


 


2-2.Wake On 機能 
拡張 14pin には RI(CI)信号による Wake On 機能があります。 


ただし、標準的な 14pin デバイスがないため、設定メニューはありません。アプリケーションで有効／無効を設定し、


イベント受信待ちをしてください。また、WakeOn 機能を有効にしているとき、本体の電源をオフしていても 14pin


デバイスに電源を供給するかどうかも指定可能です。（詳細はアプリケーション仕様書を参照してください） 
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§3．赤外線 
DT-9700 には赤外緯線通信機能があり、IrDA と ASK の二つのプロトコルをサポートするほか、プロトコルを介さな


い Raw-IR でも使用可能です。 


 


3-1.仕様 
プロトコル IrDA 1.1 ASK 


ボーレート(bps) 9600/19200/38400/115200/4M 


（自動で決定） 


4800 


（固定） 


※ IrDA を使用する場合、通信速度は接続機器とのネゴシエーションによって自動的に 


決定されるため、アプリケーションによる転送速度の指定はできません。 


 


（注意事項） 


・ 本機推奨のIrDA通信機器以外の接続は保証しません。 


・ IrDA機器との通信はIrSockを使用することを推奨します。IrCOMMを使用する場合は、


接続できたかどうかの確認が取れないなど、厳密な通信管理ができないため、上位プロ


トコル側で十分な配慮が必要になります。 


・ ASK通信は、自販機工業界交信手順に基づいたデータ送受信のみを前提とし、それ以外


は保証しません。 


・ 携帯電話の赤外線通信機能によるダイヤルアップ、モバイル決済には対応しません。 


 


また、特定のモデルには本体側面のほか、背面にも赤外線インターフェイスを搭載しているものがあります。 側面


は本体間および IOBOX 接続に、背面は自動販売機との接続に使用することを目的としています。 


ただし、各素子の特性により、使用できるプロトコルが異なります。 
  素子 A（側面） 素子 B（背面） 備考 


Raw-IR  ○ ×  


IrDA SIR ○ ×※  


 FIR ○ ×  


ASK  × ○  


※ 素子 B での IrDA 通信は、相手機器のサポートしている通信速度の最大が 115.2kbps の場合のみ 


通信可能です。 4Mbps までサポートしている機器との接続は、素子 A を使用してください。 


 


 


3-2.素子切り替え 
※ この機能は、２つの赤外線素子を持つ特定のモデルのみに有効です。 


赤外線通信で使用する素子は、API で切り替えることが出来ます。自販機通信と IOBOX 通信等で使用する素子


を使い分ける際には、この API を用いてユーザアプリケーションにて切り替えてください。 


ActiveSync や FLCE などの内蔵アプリケーションを使用する際にも、この設定が有効になりますので、背面素子


を使用した後はアプリケーションで側面素子に戻すようにしてください。 


（詳細はアプリケーション機能仕様書を参照してください） 
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3-3.2Dスキャナとの排他制御 


DT-9700はハードウェアの仕様上、赤外線インターフェイスと2Dスキャナを同時に使用することが出来ません（2Dス


キャナ搭載モデルのみ）。  


※ 2Dスキャナ読み取りソフトを常駐している場合の対応は検討中 
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§4．Bluetooth 
DT-9700 は、Bluetooth モジュールを内蔵しています。 


 


4-1.仕様 
規格 Bluetooth ver.1.1  


周波数帯域 2.4GHz  


拡散方式 FH  


通信距離 ３m Class 2※1 


CPU-BT 間物理速度※2 Max 921kbps  


BT-BT 間物理速度※2 Max 721kbps（非対称伝送方式：ACL） 


Max 432kbps（対称伝送方式：SCO） 


 


チャンネル数 79ch  


アクセス方式 アドホック（ピコネット）  


※1 規格上は 10m ですが、内蔵アンテナの性能により低下する可能性があります。 


※2 実際の伝送速度は電波状況やプロトコルのオーバーヘッドなどによって低下します。また、 


通信速度は本機と相手機器の間で自動的に決定され、アプリケーションによる設定はできません。 


※ 本機推奨の Bluetooth 通信機器以外の接続は保証しません 


 


同報配信について 


ピコネットを利用した 1 対 n の同報通信は対応しません。 


 


2.4GHz 無線 LAN との干渉について 


２.4GHz 無線 LAN(IEEE802.11b および g など)と Bluetooth は同一周波数帯を使用するため、電波干渉により通信


速度の低下や、通信そのものが切断され、そのまま通信不能になることがあります。従って、一方を使用中は他方のデバ


イス電源を切断して、排他で使用してください。 


 


 


4-2.対応プロファイル 
ユーザアプリケーションで使用する Bluetooth ライブラリと、内蔵されている Bluetooth アプリケーション（BT モニタ）について、


対応するプロファイルとそれぞれの使用可能状況を以下に示します。（詳細はアプリケーション機能仕様書を参照してくだ


さい） 


プロファイル名 ライブラリ BT モニタ 備考 


GAP (generic access profile) ○ ○ 必須、client, server 


SDAP (service discovery application profile) ○ ○ 必須、client, server 


SPP (serial port profile) ○ ○ client, server 


DUN (dial-up networking profile)  ○ ○ client only 


LAP (LAN access profile)  ○ ○ client only 


OPP (object push profile) × ○ client, server 


FTP (file transfer profile) × ○ client, server 
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4-3.Wake On 機能 


DT-9700 には、サスペンド中に外部の Bluetooth 機器からのパケットを受信して起動する、Wake On 機能があります。 


設定はコントロールパネルまたはAPIを使用してアプリケーションから有効／無効を指定することが出来ます。（検討中） 


アプリケーションは待機中にWake Onイベント受信待ちをしてください。（詳細はアプリケーション仕様書を参照してくださ


い） 


 


 


4-5.セキュリティ機能 


DT-9700 は Bluetooth 規格に定められているセキュリティ機能をサポートします。 


Bluetooth のセキュリティは認証と暗号化に分けられ、その実現には PassKey（PIN コードとも呼ばれる）が使用されます。 


PassKey は相手機器との接続や信頼関係（ボンディング）を形成するときに使用する、共通の認証キーです。最大で 16 文


字（ASCII コード）まで使用可能ですが、相手機器により桁数・使用可能文字に制限のある場合があります。また、


PassKey の入力は規格上、30 秒以内に行わなければなりません。 


なお、接続機器と「デバイスの信頼」を実行すると、以降はPassKeyの入力が不要になります。（ただし、相手機器も信頼関


係を記憶している必要があります） 


暗号化は、PassKey 交換後に生成されるリンクキーと 128 ビットの乱数から生成した暗号キーを使用して行われます。ただ


し、相手機器も暗号化をサポートしている必要があります。暗号化を有効にした場合、Bluetooth 通信時に PassKey の交


換が必要です。 


各セキュリティモードを以下に示します。 
セキュリティモード PassKey 交換 


認証あり 相手機器が PassKey を必要とするときのみ、


PassKey 交換が必要 


認証なし 通信を行う毎に、相手機器との PassKey 交換が必要 


 





